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▲前列左から伊藤医師、宮地院長、赤堀医師、喜び合う研修医たち

　当院は臨床研修病院に指定されており、現在も約20名の研修医が日夜研修に励んでいます。
　大学卒業後の新人医師の研修先は、医学生側の希望と各病院の募集条件とのマッチングで決まります。今年
度14名の募集に対し、当院で研修を希望する学生が、初めて募集人数を上回る結果となりました。
　当院は、日本トップクラスの臨床研修病院を目指しています。質の高い医療は、日々の研鑽とチーム医療により
成し遂げることができる「病院の質＝職員の質」という信念のもと、すべての医療スタッフにしっかりとした研修を
実施しています。今後も、良質な医療人の育成のための教育に熱意を持って取り組み、さらなる地域医療の充実
に貢献してまいります。

日本トップクラスの臨床研修病院の第一歩



風疹が流行中です。風疹のことでご心配がありましたら、当院まで
お問い合わせください。

お問い合わせ　☎ 0537-21-5555（代）　感染対策管理室

認知症サポートが充実しています

看 護 部 通 信
オータムコンサート ～やさしい調べに癒やされて～

看護のちから

▲医師と看護師による演奏

・・・・・・

　入院生活は患者さんにとって治療や療養のために必要なものです。しかし一方では、普段の生活とリズムが
違うことによりストレスが生じ、夜間の不眠や情緒不安定などが原因で一時的な認知障害を招くことがあります。
　当院は、認知症の症状を悪化させずに治療が受けられるよう、生活リズムに配慮した環境づくりに取り組ん
でいます。入院生活の活性化を図る目的で、本年 9月から「院内デイケア」を開始しました。ラジオ体操やボー
ル遊びなど、他の患者さまとの会話も楽しんでいただけるように色々なレクリエーションを行っています。

院内デイケアとは？
　入院生活の中でほんの数時間でもベッドを離れ、治療を忘れて穏やかに過ごしていただくために、体操・ゲー
ム・合唱・ぬりえ・工作などの催しに患者さんが参加する場のことを「院内デイケア」と称します。
いつ行っているの？
　月曜日から金曜日の午前 10時～午前 11時 30分

どんなことをしているのでしょうか？
●皆で “ラジオ体操の歌” を唱います
●ラジオ体操（車椅子に乗って主に上半身を動かします）
●簡単な手遊び（盛り上がります）
●合唱（特にリンゴの歌が大好きです。皆さん歌えます！）
●ゲームや工作（患者さんたちが楽しく競い合っている場面も）
どんな効果があるの？
●回を増すごとに笑顔がでて、感情表現が豊かになりました
●トイレ後、自分で手洗いができるようになりました（ご家族もびっくり！）
●自らの意思で治療に励もうと積極的になりました
患者さまが笑顔になり「楽しかった」「また行きたい」と言ってくださることが何よりの効果だと思い
ます。職員一同、心をこめて頑張っていきます♥

　11月12日、毎年恒例となっている看護部広報委員会主催の「オータ
ムコンサート」を当院のホスピタルモールで行いました。
　オータムコンサートは、音楽を通じて少しでも癒やしのひとときを過
ごしていただきたいとの思いから開催しています。今回は、職員による
木製の楽器で奏でる優しい音のコカリナ演奏やサックス演奏、地域住
民の方によるハーモニカ演奏を行いました。院内にはコカリナやハー
モニカのやわらかく綺麗な音色や、サックスの迫力ある力強い音が響
き渡りました。
　演奏された楽曲の中には「涙そうそう」や「ちいさい秋みつけた」な
ど耳にした事のある曲や懐かしい歌などがあり、大勢の方が演奏に合
わせて口ずさんだり、体を動かしたりして音楽の心地良い調べに満た
されている様子でした。お越しいただいた方々ならびに演奏者の皆さま、ありがとうございました。

５階東病棟 看護師　平川里奈



医師異動のお知らせ

整形外科　　丸山 正吾 医師
小児科　　　田中 智大 医師

まるやま しょうご

たなか ともひろ おおばやし まさかず

今までありがとうございました よろしくお願いします

9月30日付 退職
救急科　　　淺田 馨 医師
救急科　　　大林 正和 医師

あさだ けい

10月1日付 採用

整形外科　　小松 知也 医師
こまつ ともや

10月31日付 退職

10月の
診療実績

1日あたりの患者数
入    院
外    来

454人
1,216人
87.3%
104.8%
91.0%
9.8日
421件
1,607人
553件

紹 介 率
逆 紹 介 率
病 床 利 用 率
平 均 在 院 日 数
手 術 件 数
救命救急センター受診者数
救 急 搬 送 件 数

高度な知識・技術とまごころのこもった
リハビリで患者さまを支えます

理学療法士　Physical Therapist（PT）
「起きる・立つ・歩く」基本動作の訓練をサポート
病気や怪我で不自由が出た際に、起きる・立つ・歩くなどの練習を行い
ます。どうすれば歩きやすくなるかなど、患者さまが早期に自宅へ帰れ
るようにサポートしています。
■各種リハビリテーション･･･心筋梗塞などの心臓の病気の方には心臓
リハビリ、肺炎などの方には呼吸リハビリ、がんで手術をした方にはが
んリハビリを積極的に提供しています。
■院外活動･･･健康体操や、市町村対抗駅伝のチームトレーナー
活動、産前産後の骨盤ケアの教室なども地域で開催しています。

歩行練習の様子

言語聴覚士　Speech Therapist（ST）
「話す・聞く・食べる」コミュニケーションと食事の訓練をサポート
話すことや食べることなどが困難な患者さまに、ことばや食事などの飲
み込みの機能を回復させる訓練を行います。
当院では特に飲み込み（嚥下）の診察に力を入れており、嚥下に精通し
たリハビリテーション医師の指導のもと、嚥下内視鏡検査や食事摂取訓
練を充実させています。
■嚥下内視鏡検査･･･鼻から入れる内視鏡を用いて、水やご飯などの飲
み込みの過程や状態を検査します。
■食事摂取訓練･･･嚥下検査で得られた情報から、その方に適した食事
形態や食事姿勢、一口量などを調節し再び食事ができるよう訓練を行い
ます。

イラストを見ながらことばの練習

作業療法士　Occupational Therapist（OT）
「書く・着る・入浴する」日常生活動作の訓練をサポート
食事・トイレ・更衣など日常生活に必要な動作の練習、個々に合わせた
使いやすい道具の提案を行います。その人らしい生活ができ、家事や趣
味活動などが行えるように支援しています。
■生活環境の整備･･･自宅に手すりをつけることや補助道具の提案と調整
■支援する方への介助方法･･･患者さまの能力を活かし、安全かつ効率
の良い動作方法の提案
■認知症講座･･･行政と連携し市民を対象に実施

道具を使ってリハビリする様子

チ ー ム 医 療 を 支 え る コ メ デ ィ カ ルチ ー ム 医 療 を 支 え る コ メ デ ィ カ ル

当院のリハビリテーション室には、理学療法、言語聴覚療法、作業療法の3部門あります。
患者さまが、笑顔で一日も早く家庭復帰、社会復帰が出来るように貢献しています。

えんげ
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